
                                        

 

 

国 語 科    第１学年 
 《教科等横断的な視点に立った資質能力の育成》  

 〇  学習の基盤となる資質・能力の育成について  

   本実践では複数の詩を読み、詩の言葉を読み味わって語感を磨いたり、詩の情景を

想像して表現の効果について考えたりしたことを適切に表現する力の育成を図る。

「詩の鑑賞文を書く」という言語活動を設定し、詩を音読して「わからないと思った

事柄や言葉」「美しさやおもしろさを感じた事柄や言葉」を観点とし、感じたことを

交流したり、描かれた情景や表現の効果について考えたことを話し合ったりして、友

達の意見との共通点や相違点を確かめる。  

   また、「鑑賞」をキーワードとして国語科と音楽科との教科等横断的な学習を行う。

中学校に進学して初めての「合唱コンクール」における混声合唱での目標達成を目指

して、国語科での詩の解釈の学びを生かし、合唱曲の歌詞を解釈したり、自分の考え

を根拠や理由を明らかにして友達に伝えたりして、音楽科における鑑賞領域の学びを

高めることもねらいとしている。そのために、国語科の単元を「『思考し、表現する

力』を高める実践モデルプログラム」に基づく探究のプロセスに沿って構想する。  

・言語の能力の育成  

詩を読み味わい、表現するために最適な言葉を選択して使う力や根拠を明確にして

感情や想像を言葉にする力、言葉を通じて伝え合う力の育成を図る。また、音楽科と

の教科等横断的な学習を通して、自分のものの見方・考え方を深めようとする態度や

集団の考えを発展させようとする態度、心を豊かにしようとする態度を育むこともね

らう。 

そのために、国語科と音楽科の両教科において「鑑賞文を書く」という言語活動を

位置付け、探究のプロセスに基づいて学習に取り組めるように教育課程を工夫する。 

・情報活用能力の育成  

本実践では、詩を読み味わう際に、紙媒体の図書やコンピュータ、情報通信ネット

ワークなどの情報手段を活用して、詩の作者の生い立ちを調べたり、他の作品を集め

たりして、情報収集、整理、分析をする。また、端末の操作スキルを身に付け、単元

を通して自分の書いた鑑賞文を保存し、共有した友達の鑑賞文との比較、推敲を通し

て自分の鑑賞文をよりよい表現にする。さらには、気に入った鑑賞文をアンソロジー

にまとめ、学習したことを振り返り、ポートフォリオとして蓄積する。そのために、

１人１台端末を適切に活用していくことやソフトウェアを活用する力も育成する。情

報の収集、整理、分析の際には、著作権、情報リテラシー、情報モラルを含んだ情報

活用能力も育成する。  

   ・問題発見・解決能力の育成  

   本実践では３つの単元をそれぞれ小単元とした大単元を構想して時間数を確保す

る。また、実践モデルプログラムの過程と結び付けることで主体的な学習を目指す。 

教科等横断的な視点を取り入れた授業実践 



                                        

１  単元名「言葉に立ちどまる  豊かな表現にふれ、言葉のもつ力を考える」   

小 単 元 「 詩 の 世 界 」  

     「 比 喩 で 広 が る 言 葉 の 世 界 」  

     「 言 葉 を 集 め よ う  も っ と 『 伝 わ る 』 表 現 を 目 ざ し て 」  

２  単元の目標                  

○ 身 近 な こ と を 表 す 語 句 の 量 を 増 や し 、語 や 文 章 の 中 で 使 っ て 語 彙 を 豊 か に  

  す る こ と が で き る 。                 〈 知 識 及 び 技 能 〉 

  ○ 語 と 語 や 文 と 文 と の 続 き 方 に 注 意 し な が ら 、 内 容 の ま と ま り が 分 か る よ う  

に 書 き 表 し 方 を 工 夫 す る こ と が で き る 。  〈 思 考 力 、判 断 力 、表 現 力 等 〉 

 〇 時 間 的 な 順 序 や 事 柄 の 順 序 な ど を 考 え な が ら 、内 容 の 大 体 を 捉 え る こ と が  

で き る 。                〈 思 考 力 、判 断 力 、表 現 力 等 〉 

 〇 場 面 の 様 子 に 着 目 し て 、 登 場 人 物 の 行 動 を 具 体 的 に 想 像 す る こ と が で き  

る 。                  〈 思 考 力 、判 断 力 、表 現 力 等 〉 

  ○ 言 葉 が も つ 価 値 に 気 付 く と と も に 、 進 ん で 読 書 を し 、 我 が 国 の 言 語 文 化 を  

大 切 に し て 、 思 い や 考 え を 伝 え 合 お う と し て い る 。  

                      〈 学 び に 向 か う 力 、人 間 性 等 〉 

３  教 科 等 横 断 的 な 視 点 を 取 り 入 れ た 授 業 実 践 に つ い て  

  教 科 等 横 断 的 な 学 習 を 構 想 す る 際 は 、総 合 的 な 学 習 の 時 間 と の 組 合 わ せ を  

 図 る こ と が 多 く 、そ の 場 合 に は 学 習 対 象 が 現 代 的 な 諸 課 題 と な る こ と が 多 い  

た め 、 必 然 的 に 領 域 と し て の 統 合 が 図 り や す く な る 。担 任 が 多 く の 教 科 を 一  

人 で 指 導 す る 小 学 校 に お い て は 、こ の 領 域 と し て の 統 合 が や り や す い と 言 え  

る 。 し か し 、 教 科 担 任 制 の 中 学 校 で は 、 領 域 と し て の 統 合 は む し ろ や り に く  

い の で は な い だ ろ う か 。  

そ こ で 、 本 実 践 の 国 語 科 と 音 楽 科 に お け る 教 科 等 横 断 的 な 学 習 で は 「 学 習

の 基 盤 と な る 資 質 ・ 能 力 」 を 育 成 す る こ と を 重 点 と す る 。 し た が っ て 、 育 成

し よ う と し て い る 能 力 は「 教 科 等 の 学 習 を 通 し て 育 ま れ る 資 質・能 力 」と「 学

習 の 基 盤 と な る 資 質 ・ 能 力 」 と い う ２ つ の 役 割 を 担 う 。 そ の た め 、 教 科 で の

学 習 成 果 を 生 徒 自 身 が 関 連 付 け て 統 合 で き る よ う に 、 教 科 等 横 断 的 な 学 習 を

構 想 し て い く 必 要 が あ る 。そ こ で 、「 詩 の 世 界 」「 比 喩 で 広 が る 言 葉 の 世 界 」

「 言 葉 を 集 め よ う  も っ と 『 伝 わ る 』 表 現 を 目 ざ し て 」 の ３ つ の 単 元 を そ れ

ぞ れ 小 単 元 と し 、そ れ ら を ま と め て「 言 葉 に 立 ち ど ま る  豊 か な 表 現 に ふ れ 、

言 葉 の も つ 力 を 考 え る 」 と い う 大 単 元 を 構 想 し た 。 こ の こ と に よ り 、 生 徒 は

言 語 能 力 だ け で な く 、 情 報 活 用 能 力 、 問 題 発 見 ・ 解 決 能 力 を 意 識 し て 学 習 に

取 り 組 む こ と が で き る と 考 え た 。  

  本 実 践 で は 特 に 言 語 能 力 に 重 点 を お い て 教 科 等 横 断 的 に そ の 育 成 を 図 る 。

そ こ で 、「 言 語 能 力 を 構 成 す る 資 質 ・ 能 力 」（ 中 央 教 育 審 議 会 答 申 20 16）を

（ 表 １ ）に ま と め る 。「 知 識 及 び 技 能 」で は 国 語 科 で 指 導 す る 内 容 が 多 い が 、

「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 等 」 及 び 「 学 び に 向 か う 力 ・ 人 間 性 等 」 で は 国 語

科 以 外 で も 教 科 等 横 断 的 に 取 り 組 む こ と が で き る 。  

ま た 、 国 語 科 に お け る 育 成 し た い 資 質 ・ 能 力 に つ い て 、 学 習 の 基 盤 で あ る



                                        

言 語 能 力 、 情 報 活 用 能 力 、 問 題 発 見 ・ 解 決 能 力 の 視 点 で （ 図 １ ） の よ う に 整

理 し た 。  

（ 表 １ ） 言 語 能 力 を 構 成 す る 資 質 ・ 能 力  

 ・ 言 葉 の働 きや役 割 に関 する理 解  

・ 言 葉 の特 徴 やきまりに関 する理 解 と使 い分 け  

・ 言 葉 の使 い方 に関 する理 解 と使 い分 け  

・ 言 語 文 化 に関 する理 解  

・ 既 有 知 識 （ 教 科 に関 する知 識 、 一 般 常 識 、 社 会 的 規 範 等 ） に関 する理 解  

 ・ 情 報 を多 角 的 、 多 面 的 に精 査 し構 造 化 する力  

・ 言 葉 によって感 じたり想 像 したりする力  

・ 感 情 や想 像 を言 葉 にする力  

・ 言 葉 を通 じて伝 え合 う力  

・ 構 成 、 表 現 形 式 を評 価 する力  

・ 考 えを形 成 し深 める力  

 ・ 社 会 や文 化 を創 造 しようとする態 度  

・ 自 分 のものの見 方 や考 え方 を深 めようとする態 度  

・ 集 団 としての考 えを発 展 ・深 化 させようとする態 度  

・ 心 を豊 かにしようとする態 度  

・ 自 己 や他 者 を尊 重 しようとする態 度  

・ 自 分 の感 情 をコントロールして学 びに向 かう態 度  

・ 言 語 文 化 の担 い手 としての自 覚  

（ 図 １ ） 国 語 科 で 育 成 す る 音 楽 科 と 関 連 し た 資 質 ・ 能 力 と 関 連 す る 具 体 例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ） 単 元 で 育 て た い 力  

○ 身 近 な こ と を 表 す 語 句 の 量 を 増 や し 、語 や 文 章 の 中 で 使 っ て 語 彙 を 豊 か に  

 す る 。                    【 国 語：知 識 及 び 技 能 】 

 〇 詩 に つ い て 調 べ た 情 報 を 収 集 、 整 理 、 分 析 し 、 作 者 の 思 い や 詩 の 表 現 か ら  

根 拠 を も っ て 内 容 を 解 釈 し た り 、 自 分 の 考 え を 文 章 に 表 し た り す る 。  

【 国 語：言 語 能 力 、情 報 活 用 能 力 、問 題 発 見・解 決 能 力 】 

（ ２ ） 教 科 等 横 断 的 な 視 点 に 立 っ た 育 て た い 力  

○ 事 象 や 行 為 、 心 情 を 表 す 語 句 の 量 を 増 や す と と も に 、 話 や 文 章 の 中 で 使 う

こ と を 通 し て 、 語 感 を 磨 き 、 語 彙 を 豊 か に す る 。 【 国 語 ： 知 識 及 び 技 能 】  

○ 比 喩 、 反 復 、 倒 置 、 体 言 止 め な ど の 表 現 の 方 法 を 理 解 し 、 使 う 。  

                           【 国 語 ： 知 識 及 び 技 能 】  

○文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考える。  
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【国語：思考力・判断力・表現力等】  

○ 教 材 曲 を 鑑 賞 し 、 感 じ た こ と を 文 章 に 書 き 、 友 達 と 共 有 す る こ と で 自 分 の

も の の 見 方 や 考 え 方 を 広 く す る 。【 国 語・音 楽：思 考 力・判 断 力・表 現 力 等 】 

（ ３ ） 共 通 の 育 て た い 力  

○ 詩 （ 歌 詞 ） の 内 容 を 理 解 す る 。          【 共 通 ： 言 語 能 力 】  

○ 課 題 を 発 見 し 、 学 ん だ こ と を 生 か し て 解 決 方 法 を 考 え 、 実 践 し 、 伝 え 、 共

有 し 、 振 り 返 る こ と で 、 学 び を 深 め る 。  

【 共 通 ： 言 語 能 力 、 問 題 発 見 ・ 解 決 能 力 】  

〇 詩（ 歌 詞 ）に 関 す る 情 報 を 収 集・整 理 ・分 析 す る 。【 共 通 ：情 報 活 用 能 力 】              

（ ４ ） 単 元 の 評 価 規 準   

知識・技能  思考・判断・表現  

 

主体的に学習に取り組

む態度 

〇 身 近 な こ と を 表 す 語

句 の 量 を 増 や し 、語 や

文 章 の 中 で 使 っ て 語

彙 を 豊 か に し て い る 。 

①語 と 語 や 文 と 文 と の 続

き 方 に 注 意 し な が ら 、内

容 の ま と ま り が 分 か る

よ う に 書 き 表 し 方 を 工

夫 し て い る 。  

②時 間 的 な 順 序 や 事 柄 の

順 序 な ど を 考 え な が ら

内 容 の 大 体 を 捉 え て い

る 。  

③ 場 面 の 様 子 に 着 目 し て 、

登 場 人 物 の 行 動 を 具 体

的 に 想 像 し て い る 。  

〇 言 葉 が も つ 価 値 に

気 付 く と と も に 、

進 ん で 読 書 を し 、

我 が 国 の 言 語 文 化

を 大 切 に し て 、 思

い や 考 え を 伝 え 合

お う と し て い る 。  

 

 

４  指 導 計 画 （ ７ 時 間 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見いだすⅠ  

（問題発見①）  

 
「 詩の 解釈は 音
楽 科の 合唱曲 の
歌 詞の 解釈に も

生 かせ るだろ う
か。」  

国語科 「言葉に立ちどまる」  
豊かな表現にふれ、言葉のもつ力を考える  

「詩の世界」（５時間）  

「比喩で広がる言葉の世界」（１時間）  

「言葉を集めよう」（１時間）  

音楽科 

「曲やパートの役割を感じとって  

歌唱表現を工夫しよう」  

【単元に入る前】  

★「情報を集めよう」  

★「著作権について知ろう」 

①  －１  詩の世界（２時間）  

・描かれた情景や表現の効果に

つ い て 自 分 の 考 え を 発 表 す

る。  

・気に入った詩の鑑賞文を書き、

友達と共有する。  

①  「そのままの君で」（１時間） 

・楽曲の歌詞の内容や曲想に関

心をも ち、音楽の特徴に気付

く。  

 詩
の
収
集 

自分で 
取り組む  

（問題解決①）  

「自分の思いを

表現するために

は適切な語彙が

必要である。」  



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①－２  詩の世界（１時間）  

・詩を創作し、自分の詩や友達の詩

の鑑賞文を書いて交流する。  

②比喩で広がる言葉の世界（１時間） 

・比喩の定義を確かめ、その効果に

ついて考えたり、まとめたりする。 

②「そのままの君で」（２時間） 

・楽曲の音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それらの

働きが生み出す特質や雰囲

気を感受する。  

・楽曲の歌詞が表す情景や心

情を想像して歌う。  

詩
の
収
集
・
鑑
賞
文
の
書
き
た
め
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
編
集 

見いだすⅡ 
（問題発見②）  

「合唱曲の歌詞
の解釈には音楽

鑑賞に必要な語
彙や観点が必要
な の で は な い

か。」  

広げ深める  
（問題解決②）  

「倒置や比喩、
繰り返し等の表

現の工夫は詩や
歌 詞 の 解 釈 の
際、想像を助け

る。」  

「感情や想像を

表す語彙の他に
音楽的な要素を
表す語彙も必要

だ。」  

 

「一人一人が違
う解釈をしてい

るが、合唱では
それぞれの思い
を伝え合い、よ

り集団としての
考えに発展させ
なくてはいけな

い。」  

③言葉を集めよう（１時間）  

・言葉を集め、言葉の選び方を工夫

して鑑賞文を書く。  

※教科書では「紹介文」を書くこと

になっているが、「鑑賞文」を書く

ことにする。  

③「そのままの君で」（２時間） 

・自分と同じ声部の他者の声

や、他の声部の声などとの

重なりやつながりを聴きな

がら歌う。  

・パートの役割を感じながら、

他者や他声部の声、全体の

響きなどを意識して歌う。  
 

④詩の世界（１時間）  

・合唱曲（自由曲）の歌詞の解釈を

して、鑑賞文に表現し、友達と鑑

賞文を共有する。  

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル 

まとめあげる  

「自分の体験と
結 び 付 け て 考
え、ものの見方・

考え方を深めよ
うとする。」  
 

「鑑賞文をくり
返 し 書 く こ と
で、自分の考え

が明確になる。」 
 
「詩の表現の効

果についてより
深く振り返る。」 

練
習 

合唱コンクール  

④「そのままの君で」（２時間） 

・どのように歌唱表現するか

について、思いや意図をも

ち、様々な歌唱表現を試す。 

・楽曲にふさわしい表現で主

体的に合唱する。  

・学習を振り返る。  

⑤詩の世界（１時間）  

・合唱コンクールを終えて、再度合

唱曲（自由曲）の鑑賞文を書いた

り、推敲したりする。  

★ あ え て 学 習 の 途 中 で
「見いだす」場面を入れ
て、探究と学びの調整を

促す。  

【並行して行う活動】  
学習と並行して、詩や好きな曲についての情報を収集し、集めた詩や曲につい

ての鑑賞文を書く活動を行う。書きためた鑑賞文を「楽しい気分の時に読む」「雨
の日に読む」等、自分で観点を決めてアンソロジーを編集する。編集作業は端末
上で行う。  

※「詩の世界」の学習の詩の創作の

前に「比喩で広がる言葉の世界」

の学習を行い、詩の創作におけ

る表現を広げたり、深めたりす

ることをねらう。  

  



                                        

５  実 践  

（ １ ） 目 指 す 生 徒 の 姿  

 ・ 学 習 の 基 盤 と な る 資 質 ・ 能 力 の 育 成 に つ い て  

ア  言 語 能 力 の 育 成 （ 「 詩 の 世 界 」 ２ 時 ）  

  (ア )生 徒 を 見 取 る 際 の 主 な ポ イ ン ト  

  〇 詩 の 情 景 を 言 葉 や 表 現 か ら 想 像 し 、 表 現 の 効 果 に 触 れ な が ら 、 ど こ に よ

さ を 感 じ た の か に つ い て 鑑 賞 文 に 表 現 し て い る 。 （ 鑑 賞 文 か ら ）  

  〇 鑑 賞 す る た め の 語 彙 を 適 切 に 選 び 、 使 っ て い る 。 （ 鑑 賞 文 か ら ）  

  〇 自 分 の も の の 見 方 や 考 え 方 の 広 が り を 認 知 し て い る 。 （ 振 り 返 り か ら ）  

 （ イ ） 指 導 と 評 価 の 実 際  

  ① 授 業 の 概 要 （ 「 詩 の 世 界 」 第 ２ 時 ）  

   教 科 書 の ３ 編 の 詩（「 一 枚 の 絵 」（ 木 坂  涼 ）、「 朝 」（ 吉 田  加 南 子 ）、

「 未 確 認 飛 行 物 体 」 （ 入 沢  康 夫 ） ） の 情 景 や 作 者 の 思 い を 言 葉 や 表 現 の

工 夫 か ら 想 像 を 膨 ら ま せ て 読 み 、最 も 心 に 響 い た 詩 を 選 ん で 鑑 賞 文 を 書 く 。

全 体 で 教 師 見 本 か ら 文 字 数 や 構 成 を 分 析 し て ゴ ー ル を 見 通 し 、 前 時 の 学 習

内 容 を 生 か し な が ら 、 そ れ ぞ れ 自 分 の 鑑 賞 文 を 書 き 進 め る 。  

 

  【 鑑 賞 文 の 書 き 方 P oin t】   【 鑑 賞 文 見 本 】  

 

 

 

 

 

 

 

  ② 実 際 の 生 徒 の 姿  

   〇 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 評 価 し た 例  

   

 

 

 

 

 

 

 

〇 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 評 価 し た 例  

 

 

 

 

【構成】・教師見本の構成を真似して表現している。  

【表現】  

①＜語彙＞・「倒置法」「隠喩」「直喩」といった表現の工

夫を表す語彙を使用し、その部分を抜き出して表現

している。  

②＜技法＞・第２段落で「～情景。」と体言止めを２度繰

り返して使い、読み手に印象付けている。  

③＜見方・考え方＞・第２段落の「作者は水鳥が描かれて

いる絵を見た画家だ」という最初の一文が、この生徒

の鑑賞文のインパクトを強めている。  

□詩の内容を捉えている。  

□詩の内容を想像している。  

□鑑賞文に技法や言葉の使い方等の表現に関する表記がある。 

□鑑賞文の４段落構成に内容のまとまりがある。  

※特に、「内容のまとまり」で評価した。  

・「鑑賞文の書き方
Point」と「鑑賞文
見本」を見比べて
分析することで、
自 分 が 書 く 鑑 賞
文 を イ メ ー ジ し
やすくしている。 

・ 色 分 け す る こ と
で 文 章 の 構 成 を
分 か り や す く い
ている。  

【 鑑 賞 で 使 い た い 語 彙 】  

・ ～ 巧 み で あ る 。    ・ 思 わ ず た め 息 が 出 る 。 

・ ～ に 優 し さ を 添 え て い る 。  

・ 鮮 や か な 印 象 を 残 す 。  ・ ～ と 重 な り 合 う 。  

・ ま る で ～ の よ う だ 。  

・ ～ の よ う な 様 子 を 表 し て い る 。  

※ 「 短 歌 に 親 し む 」「 国 語 ２ 」（ 光 村 図 書 ） よ り  



                                        

〇 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 評 価 し た 例  

   鑑 賞 文 は 書 い て い る が 、 詩 の 内 容 の 理 解 が で き て い な い 。 ま た 、 鑑 賞 文

の 中 で 詩 の よ さ を 感 じ た 理 由 を 表 現 の 効 果 や 言 葉 の 使 い 方 な ど を 挙 げ て

表 現 で き て い な い 。  

 

   「 詩 の 世 界 」 の 学 習 で は 、 第 ２ 時 と ３ 時 の 学 習 の 間 に 「 比 喩 で 広 が る 言

葉 の 世 界 」 を 入 れ る よ う に 学 習 計 画 を 立 て た 。 詩 の 創 作 （ 「 詩 の 世 界 」 の

学 習 の 第 ３ 時 ） の 前 に 比 喩 表 現 の 効 果 に つ い て 学 習 す る こ と で 、 創 作 に お

け る 表 現 の 広 が り や 深 ま り を 期 待 し た 。 ま た 、 「 詩 の 世 界 」 の 第 ４ 時 で は

合 唱 曲 の 鑑 賞 文 を 書 く 。音 楽 科 に お け る 鑑 賞 の 学 習 で 学 ん だ 語 彙 が ど の よ

う に 使 わ れ る の か 、 表 現 の 工 夫 の 共 通 点 や 相 違 点 は 何 か を 意 識 さ せ る 。  

 

  【 第 ４ 時 の 教 師 の 見 本 と 生 徒 の 鑑 賞 文 】 ※ 合 唱 曲 の 鑑 賞 文  

  「 教 師 見 本 」  

 

 

 

 

 

 

 

   

  合 唱 曲 「 あ さ が お 」 （ 生 徒 の 鑑 賞 文 ）  

 

 

 

 

 

 

 

【 第 ５ 時 の 生 徒 の 振 り 返 り 】※ 合 唱 コ ン ク ー ル を 終 え て の 学 習 の 振 り 返 り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教科書に掲載されている詩の鑑賞文と比較する

と、より考えや思いが具体的に書き表されてい

ることがわかる。歌詞の内容をより自分に引き

寄せて考えている。「作詞者がなぜ、ひまわりで

はなくあさがおを選んだのか」という課題を見

いだし、自分の今の生活と結び付けて考えてい

るのがわかる。「合唱コンクール」に向けて学級

みんなで歌うという目的をもつことで、より主

体的に歌詞の内容を読み取ろうとしている。  

・ 詩 の 鑑 賞 文

と 構 成 を 変

え た た め 、

改 め て 見 本

を 提 示 し

た。  

・ 思 い の 根 拠

と な る 歌 詞

を 取 り 出 し

て 表 現 す る

こ と が 基 本

となる。  

・歌 詞に 込め られ た

思 い を 自 分 事 と し

て 考 え 、 友 達 と の

対 話 を 通 し て よ り

深 め て い る こ と が

わかる。  

・最後の「詩（詞）は

お も し ろ い と 思 っ

た ！ 」 と い う 一 文

が 学 習 の 達 成 感 を

表している。  

・「透明感がある」

「 確 か な 力 強

さ 」 と い う 表 現

は 合 唱 す る 活 動

を 体 験 し な い と

使 用 し な い 語 彙

だ と 考 え る 。 合

唱 体 験 を 通 し

て 、 鑑 賞 す る 際

に 使 う 語 彙 が 増

え て い る こ と が

わかる。  



                                        

イ  情 報 活 用 能 力 の 育 成 （ 「 詩 の 世 界 」 第 2 時 ）  

 （ ア ） 生 徒 を 見 取 る 際 の 主 な ポ イ ン ト  

  〇 1 人 1 台 端 末 等 を 活 用 し な が ら 、 必 要 な 情 報 を 収 集 ・ 整 理 ・ 分 析 ・ 表 現

し て い る 。  

  〇 端 末 の 操 作 ス キ ル を 身 に 付 け て い る 。  

 （ イ ） 指 導 と 評 価 の 実 際  

  ① 授 業 の 概 要  

   鑑 賞 文 を 書 く 際 に 自 分 の 思 い や 考 え を 表 現 す る の に 適 切 な 言 葉 や 表 現

を 追 究 す る 態 度 を 養 う こ と を 目 指 し た 。推 敲 す る 活 動 は よ り よ い 文 章 表 現

に す る た め に は 欠 か せ な い 活 動 で あ り 、 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 を 養 う 点

で も 重 要 な 活 動 で あ る 。 し か し 、 生 徒 に と っ て は 書 き 直 す こ と が 面 倒 で 、

敬 遠 さ れ る 活 動 で も あ る 。 そ こ で 、 1 人 1 台 端 末 を 活 用 し て 鑑 賞 文 を 書 い

た り 、 推 敲 し た り す る こ と で 、 書 き 直 し の 面 倒 さ を 軽 減 さ せ た 。 ま た 、 共

有 機 能 を 使 う こ と で 、 友 達 の 鑑 賞 文 を 共 有 し 、 自 分 の 鑑 賞 文 の 表 現 に 生 か

す こ と も で き る よ う に し た 。  

  ② 実 際 の 生 徒 の 姿  

十 分 満 足 で き る  お お む ね 満 足 で き る  努 力 を 要 す る  

・ 1 人 1 台 端 末 を 使 っ
て 集 め た 情 報 や 鑑
賞 文 を 自 分 の 観 点
で 整 理 し て い る 。
（ ア ン ソ ロ ジ ー を
編 ん で い る 。 ）  

・ 1 人 1 台 端 末 を 使 っ て 、鑑
賞 文 を 書 い た り 、推 敲 し た
り し て い る 。  

・共 有 機 能 を 使 っ て 、友 達 の
鑑 賞 文 を 読 ん だ り 、教 師 の
資 料 を 参 考 に し た り し て
い る 。  

・ 1 人 1 台 端 末 を 使 っ て 、情
報 を 調 べ た り 、探 し た り し
て い る 。  

・ 1 人 1 台 端 末 等 を 効
果 的 に 使 え て い な
い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全文を書き直す必要
がなく、推敲がしや
すい。詩のイメージ
を絵や写真で表して
みよう。  
 

詩の作者の他の作品
がすぐに探せて、読
むことができた。作
者の複数の作品を読
むことで、作風がつ
かめた。  

自分の選んだ詩やその

鑑賞文に合わせて、背景に

絵や模様を入れたり、色を

つけたり、文字の字体を選

んだりして編集している。 

その際、著作権や肖像権

等に注意している。  

※端末を使わず、紙ベース

で活動をすることは否定
しない。  

 

 音 楽 科 の 教 諭 が 作 成 し た

「語彙見本」も活用した。  

自分の作品だけではな
く、友達の作品も入れて
編集しよう。編集のテー
マや構成を考えよう。  



                                        

（ ２ ） 実 践 を 終 え て   

  １  学習の基盤となる資質・能力の育成について  

 ・ 言 語 能 力 の 育 成  

  本 実 践 で は 、 詩 の 鑑 賞 文 を 書 く 活 動 を 通 し て 言 語 能 力 の 育 成 に 取 り 組 ん

だ 。 鑑 賞 文 に お い て 自 ら の 考 え や 感 じ た こ と を 表 す の に 必 要 な 語 彙 を 増 や

し た り 、 比 喩 や 反 復 と い っ た 表 現 の 方 法 や 効 果 、 文 章 の 構 成 や 表 現 の 効 果

に つ い て 考 え た り す る こ と が で き た 。 こ の 言 語 能 力 は 音 楽 科 に お け る 曲 の

鑑 賞 文 を 書 く と い う 言 語 活 動 に お い て も 考 え を 深 め る こ と に 役 立 っ た 。 ま

た 、「 鑑 賞 文 を 書 く 」と い う 言 語 活 動 を 国 語 科 と 音 楽 科 で 行 う こ と に よ り 、

両 教 科 で の 鑑 賞 の 表 現 に お け る 語 彙 や 表 現 の 共 通 点 や 相 違 点 を 理 解 す る こ

と が で き 、 教 科 に お け る 見 方 ・ 考 え 方 を 深 め る こ と が で き た 。  

 ・ 情 報 活 用 能 力 の 育 成  

  本 実 践 で は 、 １ 人 １ 台 端 末 を 活 用 し 、 情 報 の 収 集 や 鑑 賞 文 の 作 成 ・ 推 敲

を 行 っ た 。 ま た 、 鑑 賞 文 を 端 末 に 集 め 、 自 ら 決 め た テ ー マ で 編 集 す る 活 動

も 行 っ た 。 情 報 収 集 の 際 に は 著 作 権 に も 気 を 配 る こ と が で き た 。 友 達 の 鑑

賞 文 を 読 ん だ り 、 推 敲 し 合 っ た り す る 場 面 で は 共 有 機 能 を 使 い 、 グ ル ー プ

だ け で は な く 、学 級 の 多 く の 友 達 の 鑑 賞 文 を 短 時 間 で 見 合 う こ と が で き た 。 

 ・ 問 題 発 見 ・ 解 決 能 力 の 育 成  

  本 実 践 で は 、 ３ つ の 単 元 を そ れ ぞ れ 小 単 元 と し た 大 単 元 を 構 想 し た こ と

に よ り 、 学 習 時 間 を 確 保 し た 。 こ の こ と に よ り 、 単 元 を 通 し て 自 ら の 課 題

を 追 究 ・ 解 決 す る こ と が よ り や り や す く な っ た 。 ま た 、 単 元 の 学 習 過 程 と

実 践 モ デ ル プ ロ グ ラ ム の 過 程 を 結 び 付 け る こ と で 、 意 図 的 に 自 ら の 学 び を

調 整 す る 学 習 過 程 に す る こ と が で き た 。 特 に 、 「 自 分 で 取 り 組 む 場 面 」 の

途 中 で 「 見 い だ す 場 面 」 を 再 度 入 れ る こ と で 、 学 び の 調 整 を 促 す こ と が で

き 、 音 楽 科 の 学 び と 結 び 付 け て よ り 探 究 す る 力 を 高 め 、 学 び を 深 め る こ と

が で き た 。  

本 実 践 で は １ 年 生 の 実 践 を 取 り 上 げ た が 、 ２ 年 生 、 ３ 年 生 に お い て も 学

習 を 展 開 す る こ と が で き 、 全 学 年 で 取 り 組 む こ と で 資 質 ・ 能 力 を 高 め る こ

と が 可 能 で あ る と 考 え る 。  

そ こ で 、 他 学 年 で の つ な が り を 以 下 に 示 す 。 （ 光 村 図 書 使 用 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科等横断的な視点で育成を目指すこととされた資質・能力  

言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力  

音楽科  
合唱学習  

国語科  １年  
「言葉に立ち止まる」 
・詩の世界  
・ 比 喩 で 広 が る 言 葉

の世界  
・言葉を集めよう  

国語科  ２年  
「言葉と向き合う」  
・短歌に親しむ  

・短歌を味わう  
・言葉の力  
・言葉を比べよう  

国語科  ３年  
「言葉とともに」 「自らの考えを」 
・俳句の可能性  ・多角的に分析し  
・俳句を味わう   て書こう  

・言葉を選ぼう  
 

総合的な学習の時間 
合唱コンクール  



                                        

  ３ 年 生 で の「 自 ら の 考 え を 」で は 、「 批 評 す る 」と い う 言 語 活 動 を 行 う 。

こ の 批 評 す る と い う 言 語 活 動 は 中 学 ３ 年 生 で 初 め て 出 て く る 活 動 で あ る 。

文 章 を 批 評 的 に 読 む と は 、 文 章 に 書 か れ て い る こ と を そ の ま ま 受 け 入 れ る

の で は な く 、 文 章 を 対 象 化 し て 吟 味 し た り 検 討 し た り し な が ら 読 む こ と で

あ る 。 文 章 中 で 述 べ ら れ て い る 主 張 と 根 拠 と の 関 係 が 適 切 か 、 根 拠 は 確 か

な も の か な ど 、 述 べ ら れ て い る 内 容 の 信 憑 性 や 客 観 性 を 吟 味 し な が ら 読 む

こ と が 求 め ら れ る 。 登 場 人 物 の 行 動 や 物 語 の 展 開 の 意 味 を 考 え た り 、 登 場

人 物 と 自 分 と の 考 え 方 の 違 い を 確 認 し た り し 、 書 き 手 の 表 現 の 仕 方 を 評 価

す る 。３ 年 生 で は「 鑑 賞 文 を 書 く 」と い う 言 語 活 動 の 他 に「 批 評 す る 」と い

う 言 語 活 動 を 行 い 、 資 質 ・ 能 力 を 深 め る 実 践 も 試 し て み た い 。  

２  教 科 等 横 断 的 な 視 点 に 立 っ た 評 価 に つ い て  

  文 部 科 学 省 の 「 新 学 習 指 導 要 領 の 全 面 実 施 と 学 習 評 価 の 改 善 に つ い て 」

で は 、 教 科 等 横 断 的 な 視 点 で 育 成 を 目 指 す こ と と さ れ た 資 質 ・ 能 力 に つ い

て の 評 価 は 、 各 教 科 等 に お け る 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 に 反 映 す る と あ る 。

ま た 、 言 語 能 力 や 情 報 活 用 能 力 、 問 題 発 見 ・ 解 決 能 力 な ど 教 科 等 横 断 的 な

視 点 で 育 成 を 目 指 す こ と と さ れ た 資 質 ・ 能 力 は 、 各 教 科 等 の 学 習 の 文 脈 の

中 で 育 成 し た 上 で 、 横 断 的 に 発 揮 さ れ る よ う に す る こ と が 重 要 で あ り 、 各

教 科 等 の 指 導 と 評 価 の 一 体 化 を 図 る 中 で 資 質 ・ 能 力 を 育 成 し た 上 で 、 そ れ

ら の 資 質 ・ 能 力 が 教 科 等 横 断 的 に 関 連 付 け て 発 揮 さ れ る よ う に す る こ と が

重 要 と し て い る 。 し た が っ て 、 各 教 科 等 の 評 価 規 準 と は 別 に 、 教 科 等 横 断

的 な 資 質 ・ 能 力 に 関 わ る 評 価 規 準 を 設 定 し て 評 価 す る こ と は 必 ず し も 必 要

で は な い と も 書 か れ て い る 。  

そ こ で 、 こ の 考 え に 則 っ て 本 実 践 の 評 価 を 考 え る と 「 言 語 能 力 」 は 学 習

者 間 の 対 話 的 ・ 協 働 的 な 学 習 に お い て 「 鑑 賞 文 を 書 く 」 と い う 言 語 活 動 を

通 し て 育 成 す る の で「 思 考・判 断・表 現 」の 評 価 の 中 で 行 い 、「 情 報 活 用 能

力 」 は 問 題 解 決 の 過 程 で 、 個 別 の 知 識 を ど の よ う に 相 互 に 結 び 付 け る か 、

ど の よ う な 知 識 の 追 加 を 必 要 と し 、 ど の よ う な 方 法 で 知 識 を 得 る か と い っ

た「 思 考・判 断 」の 過 程 で 発 揮 さ れ る た め 、「 思 考・判 断・表 現 」で 評 価 を

行 う 。さ ら に 、「 問 題 発 見・解 決 能 力 」は 国 語 科 や 音 楽 科 で 身 に 付 け た 力 を

統 合 的 に 活 用 す る こ と の 中 で 発 揮 さ れ る た め 、 「 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む

態 度 」 で 評 価 す る こ と が 考 え ら れ る 。  

  中 学 校 で は 教 科 担 任 制 の た め 、 領 域 の 統 合 は 難 し い が 資 質 ・ 能 力 に 視 点

を 置 い て 教 科 を 統 合 す る こ と は 充 分 に 可 能 で あ る 。 資 質 ・ 能 力 は 可 視 化 し

に く い た め 、 無 意 識 の こ と が 多 い が 、 普 段 の 学 習 に お い て す で に 行 っ て い

る と も 言 え る の で は な い だ ろ う か 。 そ こ で 、 学 校 の 生 徒 の 実 態 を 分 析 し 、

ど の よ う な 能 力 を 育 成 す る の か を 全 職 員 で 明 確 に し て 、 教 科 等 横 断 的 な 視

点 に 立 っ て 教 育 課 程 を 編 成 す る こ と で 育 成 し た い 資 質 ・ 能 力 を 意 識 す る こ

と が 大 切 で あ る 。 特 に 、 言 語 能 力 に お い て は 、 国 語 科 を そ の 基 盤 教 科 と し

て 位 置 付 け 、 ど の 教 科 と も 教 科 等 横 断 的 な 視 点 に 立 っ て 資 質 ・ 能 力 を 育 成

す る こ と が で き る と 考 え る 。  


